






研究目的 

 神奈川県(横浜市川崎市を含む)では昭和 61年月より,全出生児を対象として先天性副腎

皮質過形成(CAH)の濾紙血によるマススクリーニングを,研究的に開始したので,その状況

を解析し,他の地域の結果と比較することとした。 


